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紀
の
川
ブ
ラ
ン
ド
を
外
国
の
方
に
も

 

（
２
千
132
万
円
）

第
２
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

22
日
間

　

６
月
10
日
～
７
月
１
日

・
一
般
質
問　

13
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

諮
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
件

市
長
提
出
議
案
…
…
…
…
…
…
８
件

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
７
千
78
万
６
千
円
）な
ど計

14
件

3件に
注目！

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
（
国
100
％
補
助
事
業
）
を
活
用
し
、
航
空

会
社
と
共
同
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
内
容
は
。

調
査
費
と
し
て
、
ピ
ー

チ
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

顧
客
の
分
析
、
メ
ー
ル
会

員
へ
の
情
報
分
析
を
す
る
。

広
報
費
と
し
て
、
ピ
ー

チ
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

冊
子
や
機
内
食
の
メ
ニ
ュ

ー
の
広
告
掲
載
、
シ
ー
ト

ポ
ケ
ッ
ト
へ
の
観
光
案
内
、

機
体
の
ド
ア
へ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
の
貼
付
、
訪
日
外
国

人
に
フ
ル
ー
ツ
の
記
念
品

を
配
布
、
機
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
約
２
～
３
か
月
実
施

す
る
。

ＱＡ

（
議
案
第
114
号
）一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

1
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ピーチ・アビエーションの機体
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
人
材
の
育
成　
　
　

 

（
70
万
円
）

旬
の
フ
ル
ー
ツ
を
魅
力
ア
ッ
プ
！

 

（
784
万
円
）

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
外
部
専
門
機
関
と
連

携
し
た
効
果
的
な
研
修
を
通
し
て
、
英
語
教
育
に
携
わ
る
者
の
指
導
力
の
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

近
畿
大
学
が
運
営
す
る
飲
食
店
で
、
旬
の
フ
ル
ー
ツ
を
提
供
し
、
認
知
度

の
向
上
と
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
、
６
次
産
業
へ
つ
な
げ
て
い
く
。
国
の
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
（
国
100
％
補
助
事
業
）
を
活
用
す
る
。

外
部
専
門
機
関
が
実
施
す

る
研
修
内
容
は
？

関
西
外
国
語
大
学
と
大
阪

樟
蔭
女
子
大
学
が
、
東
貴

志
小
学
校
と
那
賀
中
学
校

を
研
究
協
力
校
に
指
定
し
、

担
当
す
る
教
員
の
指
導
力

の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

場
所
と
品
目
は
？
６
次
産

業
に
つ
な
げ
る
商
品
を
具

体
的
に
考
え
て
い
る
の
か
。

近
畿
大
学
が
運
営
す
る
東

京
の
銀
座
店
、
梅
田
の

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
店

で
提
供
す
る
フ
ル
ー
ツ
は
、

桃
・
イ
チ
ジ
ク
・
柿
・
八

朔
・
デ
コ
ポ
ン
・
キ
ウ

イ
・
イ
チ
ゴ
の
７
品
目
で

あ
る
。

６
次
産
業
に
つ
い
て
は
、

桃
ジ
ャ
ム
は
開
発
し
て
い

る
が
、
他
の
品
目
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

3

2

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ぷるぷる娘

英語の授業風景
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

中村　真紀　議員
・ＴＰＰによる生産減少額とそれに対

する対応
・ＴＰＰによる「食の安全」への影響

と対策

石井　　仁　議員
・介護保険事業について
・地方交付税制度の動向と行財政改革

について

杉原　勲　議員
・教育の現状と課題について

坂本　康隆　議員
・ため池の管理と防災事業について

並松　八重　議員
・認知症及び高齢者に優しい地域づくり
・公職選挙法改正における市の対応に

ついて

大谷　さつき　議員
・災害時における防止策について
・ピロリ菌検査の拡充について

森田　幾久　議員
・安全安心のまちづくりについて
・基幹産業の今後について

川原　一泰　議員
・総合戦略を形にする為の財源は

舩木　孝明　議員
・紀の川市における地震対策について
・土地利用方針策定事業について

中尾　太久也　議員
・本市の公共施設を取り巻く現状と課

題に対する最適化（公共施設マネジ
メント計画）の取り組みについて

高田　英亮　議員
・青少年（子供達）が安全に安心して

活動出来る環境づくりについて

太田　加寿也　議員
・市民の要望に答える交通安全対策に

ついて
・市制１０年を機に学校２学期制の総

括と今後の方向性を検討しては

榎本　喜之　議員
・下水道への接続について
・倒壊危険建物について

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］
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問福
岡
市
で
は
、
区

長
の
要
望
で
市
か
ら

補
助
金
を
も
ら
い
設

置
し
、
電
気
代
も
区

が
支
払
う
防
犯
灯
と
、

市
が
設
置
及
び
電
気

代
を
支
払
う
直
営
灯

の
分
類
と
な
っ
て
い

る
。本

市
も
、
通
学
で

よ
く
利
用
さ
れ
て
い

る
が
民
家
の
な
い
地
域
間
な

ど
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
全
体
を
も

う
一
度
見
直
し
、
安
全
安
心

の
た
め
直
営
灯
を
設
置
し
て

は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

直
営
灯
に
つ
い
て
は
、
先

進
地
を
参
考
に
し
、
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
は
取
り
入
れ

て
い
く
。

問本
市
が
国
に
提
出
を
し
た

総
合
戦
略
の
中
身
は
、
す
べ

て
国
の
交
付
金
や
補
助
金
の

事
業
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の

か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

国
は
、
地
方
の
総
合
戦
略

を
推
進
す
る
た
め
に
交
付
金

等
の
財
政
支
援
を
行
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
た
だ
単

に
市
が
総
合
戦
略
を
策
定
し

た
か
ら
と
言
っ
て
す
べ
て
の

事
業
が
国
の
交
付
金
や
補
助

金
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

国
は
、
平
成
26
年
度
に
地

方
創
生
先
行
型
交
付
金
、
平

成
27
年
度
補
正
予
算
で
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
、
ま
た

平
成
28
年
度
に
地
方
創
生
新

型
交
付
金
を
創
設
し
、
地
方

創
生
事
業
の
推
進
を
は
か
っ

問農
業
特
区
を
利
用
す
る
か

市
の
農
業
公
社
を
設
立
し
て
、

遊
休
農
地
の
集
約
、
そ
し
て
、

ほ
場
整
備
を
行
っ
て
農
業
団

体
や
企
業
へ
農
業
誘
致
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
や

団
体
と
し
て
行
う
農
業
と
な

れ
ば
、
若
者
も
働
く
場
所
と

し
て
考
え
出
す
の
で
は
。

 

答 

　   

市
長
・
農
林
商
工
部
長

国
の
施
策
で
農
地
中
間
管

理
機
構
が
創
設
さ
れ
、
農
地

の
出
し
手
と
受
け
手
を
う
ま

く
結
び
つ
け
る
こ
と
を
中
心

に
、
地
域
内
の
分
散
し
た
農

地
利
用
を
整
理
し
担
い
手
ご

と
の
集
約
化
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
必
要
な
場
合
に
は

基
盤
整
備
等
の
条
件
整
備
を

行
い
、
担
い
手
で
あ
る
大
規

模
農
家
や
農
業
生
産
法
人
・

企
業
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
形

で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ
う

配
慮
し
て
貸
付
け
る
機
能
を

持
た
せ
て
い
る
。
和
歌
山
県

で
は
県
農
業
公
社
が
そ
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
十
分

な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
と

言
え
る
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問本
市
の
総
合
戦
略
を
推
進

す
る
た
め
の
す
べ
て
の
事
業

が
認
定
を
受
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
財

源
確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

総
合
戦
略
に
明
記
し
た
関

連
事
業
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
盛

り
込
み
、
地
方
創
生
新
型
交

付
金
対
象
の
事
業
を
構
築
し
、

交
付
金
の
獲
得
に
向
け
て
努

力
し
て
い
く
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
、

事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
全
庁
を
あ
げ
て
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
国
の
地
方

創
生
交
付
金
だ
け
で
な
く
、

各
省
庁
の
補
助
金
も
常
に
視

野
に
入
れ
な
が
ら
総
合
戦
略

の
基
本
目
標
達
成
に
向
け
て

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問総
合
戦
略
の
財
源
確
保
と

市
長
の
決
意
は
。

以
前
か
ら
、
ほ
場
整
備
を

推
進
し
て
、
地
権
者
と
先
進

地
を
見
学
し
た
時
は
良
い
事

だ
と
は
理
解
し
て
く
れ
る
が
、

所
有
者
個
別
の
事
情
が
あ
り
、

前
に
進
ま
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

農
地
を
持
た
れ
て
い
る
方

々
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

昔
か
ら
の
考
え
方
を
変
え
て

い
た
だ
け
る
時
が
来
た
ら
、

次
の
方
策
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

議
会
や
ま
た
市
民
の
み
な

さ
ま
も
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
な
か
、
将
来
他
市
他
町
に

負
け
な
い
だ
け
の
意
気
込
み

を
持
っ
て
、
小
さ
い
予
算
で

あ
れ
大
き
い
予
算
で
あ
れ
獲

得
し
て
く
る
こ
と
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

今
後
の
地
方
創
生
に
つ
い

て
は
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
、
少
し
で
も
若
者
に

帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
紀
の

川
市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

森田 幾久 議員

川原 一泰 議員

市
の
総
合
戦
略
の
財
源
は

遊
休
農
地
の
集
約
＆
活
用

直営灯で暗闇解消へ

荒れていく遊休農地

子供たちの未来のために

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］
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れ
る
。
危
険
と
診
断
さ
れ
た

住
宅
に
は
、
耐
震
工
事
を
実

施
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
家
の
倒
壊
か

ら
命
を
守
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
・
耐
震
ベ
ッ
ド
の
補
助
制

度
も
あ
る
。

問瓦
屋
根
の
軽
量
化
改
修
工

事
の
補
助
金
は
。

 
答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

瓦
屋
根
改
修
だ
け
の
補
助

金
は
な
い
が
、
耐
震
診
断
の

結
果
、
屋
根
の
軽
量
化
も
併

せ
て
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
改
修
工
事
の
補
助
対
象

と
な
る
。

問イ
ン
フ
ラ
資
産
は
、
市
民

生
活
に
お
い
て
安
全
安
心
は

も
と
よ
り
、
地
域
経
済
活
動

を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
施

設
で
あ
る
。

効
果
的
・
効
率
的
な
維
持

管
理
を
進
め
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
経
営
の
健
全
化
を
は

か
る
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

生
活
道
路
は
地
元
要
望
を

も
と
に
、
危
険
性
な
ど
優
先

順
位
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順

次
補
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理
は

道
路
法
改
正
に
よ
る
５
年
毎

の
点
検
と
国
交
省
へ
の
報
告

の
義
務
化
に
よ
り
、
す
べ
て

の
市
道
橋
を
対
象
に
老
朽
化

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

 

答
　
　
　
　
　
水
道
部
長

水
道
施
設
を
更
新
す
る
に

は
多
大
な
費
用
と
時
間
を
要

す
る
。
水
道
事
業
は
独
立
採

算
方
式
に
そ
っ
て
、
事
業
運

営
の
健
全
化
・
安
全
性
に
は

適
正
な
収
入
確
保
が
不
可
欠

で
あ
る
。
最
低
限
実
施
す
べ

き
事
業
を
負
担
者
で
あ
る
市

民
の
理
解
・
協
力
を
は
か
り
、

持
続
可
能
な
運
営
を
目
指
す
。

問公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
の
推
進
対
策
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

市
全
体
を
考
え
無
駄
を
省

き
、
不
必
要
な
も
の
は
統
廃

合
を
考
え
、
計
画
的
に
早
期

に
状
況
判
断
し
進
め
る
。

問今
後
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
な
か
、

施
設
の
整
備
や
更
新

費
用
な
ど
大
規
模
改

修
や
建
替
え
を
す
べ

て
進
め
る
の
が
困
難

と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
再
編
を
進
め
る

の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

公
共
施
設
の
老
朽
化
や
耐

震
化
対
策
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
本
市
に
あ
る
施
設
は

昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
50
年

代
に
か
け
て
整
備
さ
れ
、
多

く
の
施
設
が
改
修
や
建
替
え

時
期
を
迎
え
る
。

市
民
に
提
供
す
る
施
設
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
を
適
切
に
維

持
す
る
た
め
、
施
設
保
有
量

の
見
直
し
や
計
画
的
な
保
全
、

長
寿
命
化
な
ど
有
効
活
用
を

は
か
る
た
め
「
※

公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
く
。

問障
害
者
、
高
齢
者
、

妊
婦
等
の
福
祉
避
難

所
計
画
は
。

 

答    

保
健
福
祉
部
長

社
会
福
祉
施
設
16

ヶ
所
と
避
難
所
協
定

書
を
結
び
、
高
齢
者
、

障
害
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
計
画

し
て
い
る
。
医
療
上
、

人
工
透
析
の
必
要
な
方
は
、

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
へ
の

登
録
に
よ
る
和
歌
山
透
析
安

心
メ
ー
ル
の
運
用
が
あ
る
。

問国
で
は
地
震
か
ら
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、耐
震
改
修

促
進
法
が
法
令
化
さ
れ
て
い

る
が
、本
市
の
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で

に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
は
無
料
で
受
け
ら

農
地
転
用
の

規
制
緩
和
は

問土
地
利
用
方
針
策
定
事
業

に
つ
い
て
の
今
後
の
策
定
計

画
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

本
年
度
は
、
用
途
地
域
や

特
定
用
途
地
域
の
素
案
作
成

を
行
い
、
次
年
度
以
降
は
土

地
利
用
方
針
作
成
事
業
の
成

果
を
も
と
に
、
関
係
部
局
と

協
議
を
重
ね
、
調
整
が
整
え

ば
住
民
説
明
会
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問農
地
転
用
の
規
制
緩
和
は
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

農
地
転
用
の
規
制
緩
和
は

法
律
を
守
る
観
点
か
ら
困
難

と
考
え
る
が
、
用
途
地
域
指

定
を
検
討
す
る
な
か
で
農
地

を
含
む
区
域
指
定
も
視
野
に

入
れ
、
将
来
の
街
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
。

舩木 孝明 議員

中尾 太久也 議員

安
全
・
安
心
の
確
保
は

災害弱者の地震対策は

老朽化する公共施設

熊本の被災状況

※
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

総
合
的
か
つ
統
括
的
な
観
点
で
、本

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
現
状

と
課
題
を
分
析
し
、市
民
に
提
供
す

る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
適
切

に
維
持
す
る
た
め
、施
設
保
有
量
の

見
直
し
や
計
画
的
な
保
全
に
よ
る

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
、保
有
す
る

公
共
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
し
、

有
効
活
用
を
は
か
る
公
共
施
設
の

最
適
化
の
た
め
の
取
組
で
す
。
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交
通
安
全
対
策
は
重
要
な

事
案
で
あ
る
。
今
後
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
元
要
望
、

通
学
路
合
同
点
検
等
に
よ
り
、

危
険
箇
所
や
交
通
量
の
多
い

箇
所
を
優
先
的
に
補
修
し
、

安
全
性
の
向
上
に
努
め
て
い

く
。ま

た
、
県
道
は
県
当
局
に

要
望
し
て
い
く
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー

は
ど
こ
に

問今
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は

貴
志
川
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

子
供
を
持
つ
親
や
、
子
供
、

学
校
の
先
生
も
様
々
な
悩
み

問市
道
、
県
道
の
横
断
歩
道

や
、
道
路
の
区
画
線
（
白

線
）
が
消
え
か
か
っ
て
い
る
。

交
通
事
故
等
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
白
線
を
は
っ
き
り

と
わ
か
る
よ
う
に
標
示
す
べ

き
で
は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

横
断
歩
道
等
の
不
明
瞭
な

箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
元
区

長
は
じ
め
岩
出
警
察
や
市
関

係
部
で
現
状
調
査
や
協
議
を

行
い
、
維
持
管
理
や
補
修
等

の
要
望
推
進
に
努
め
て
い
く
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

道
路
の
区
画
線
、
主
に
外

側
線
が
薄
く
な
り
不
明
瞭

な
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
予
算
の
都
合
上
、

補
修
に
充
分
な
対
応
が
で
き

て
い
な
い
。

問信
号
機
設
置
や
歩
車
分
離

式
信
号
機
導
入
は
実
現
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
。
そ
れ
ま

で
の
間
、
注
意
喚
起
の
看
板

な
ど
、
市
と
し
て
可
能
な
交

通
安
全
対
策
の
実
施
は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

信
号
機
等
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
元
自
治
区
長
よ
り

要
望
を
い
た
だ
き
、
関
係
部

署
と
協
議
し
警
察
に
要
望
し

て
い
る
。

注
意
喚
起
等
の
標
識
設
置

に
つ
い
て
も
、
地
元
区
長
や

関
係
部
局
と
協
議
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な

か
、
電
動
車
い
す
利
用
者
が

急
増
し
て
お
り
、
車
道
を
通

行
中
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

そ
う
な
危
険
な
状
況
を
よ
く

見
か
け
る
。
警
察
と
連
携
し

て
、
早
急
な
交
通
安
全
対
策

の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

電
動
車
い
す
は
、
免
許
証

も
届
け
出
も
要
ら
な
い
が
、

県
道
や
市
道
を
走
行
し
て
い

る
。
後
ろ
か
ら
車
が
来
て
も

気
付
か
な
い
状
況
で
、
接
触

事
故
が
起
こ
れ
ば
車
側
の
責

任
に
な
る
。

今
後
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー

や
心
得
な
ど
、
市
と
し
て
の

対
応
等
、
警
察
と
十
分
相
談

し
て
い
き
た
い
。

子
供
を
生
か
す

教
育
課
程
に

問市
制
10
周
年
を
機
に
、
学

校
二
学
期
制
の
総
括
と
、
今

を
抱
え
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
補
導
や
指
導
、

環
境
浄
化
、
ま
た
青
少
年
の

健
全
育
成
、
保
護
者
の
相
談

業
務
も
行
っ
て
い
る
が
、
も

っ
と
全
体
の
児
童
や
生
徒
、

保
護
者
が
訪
れ
や
す
く
、
教

育
委
員
会
と
さ
ら
な
る
連
携

強
化
を
は
か
る
意
味
か
ら
も
、

セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
拠
点
を

市
の
中
心
で
あ
る
教
育
委
員

会
の
あ
る
本
庁
舎
の
近
く
に

移
転
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

現
在
の
施
設
で
問
題
行
動

等
へ
の
相
談
や
支
援
、
セ
ン

タ
ー
の
業
務
に
支
障
が
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

今
、
移
転
す
る
つ
も
り
は

な
い
。
適
当
な
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
と
考
え
て
い
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
で
十
分
利
活
用
い

た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
は
。

制
度
実
施
に
よ
り
改
善
さ

れ
た
点
や
課
題
は
何
か
な
ど
、

学
校
や
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
、
結
果
を
市
民

に
公
表
す
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

平
成
23
年
５
月
に
教
育
施

策
の
参
考
に
す
る
た
め
、
各

学
校
に
聞
取
り
調
査
を
し
た

と
こ
ろ
、
二
学
期
制
三
学
期

制
双
方
に
良
さ
や
改
善
点
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

現
在
、
学
期
制
を
含
め
た

教
育
課
程
の
検
証
に
つ
い
て
、

諮
問
機
関
を
立
ち
上
げ
議
論

を
進
め
よ
う
と
計
画
し
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
、
再
度
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
教
師

や
保
護
者
の
思
い
を
聴
取
し
、

教
育
課
程
の
検
証
・
議
論
を

進
め
て
い
く
。

公
表
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
範
囲
で
お
知
ら
せ
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

高田 英亮 議員

太田 加寿也 議員

危
な
い
！
横
断
歩
道

身
近
な
交
通
安
全
対
策
を

消えかけの横断歩道

電動車いす

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］
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あ
る
。

浄
化
槽
の
再
利
用
に
対
す

る
補
助
金
は
、
県
外
で
は
多

く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
県
内

で
は
和
歌
山
市
の
み
が
行
っ

て
い
る
。
本
市
で
は
浄
化
槽

か
ら
の
切
り
替
え
が
特
に
低

い
と
は
思
え
な
い
が
、
補
助

金
に
対
し
て
は
他
の
自
治
体

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

問接
続
率
の
向
上
は
必
須
で

あ
る
。
他
に
も
率
を
上
げ
る

施
策
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

接
続
率
向
上
に
向
け
た
様

々
な
施
策
の
情
報
を
集
め
、

費
用
対
効
果
も
検
証
の
上
検

討
す
る
。
ま
た
、
普
及
促
進

の
た
め
の
戸
別
訪
問
も
実
施

し
て
い
く
。

倒
壊
危
険
建
物

を
減
ら
す

問空
き
家
の
廃
墟
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
倒
壊
し
て

他
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ

う
危
険
建
物
を
自
ら
撤
去
す

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

今
後
、
生
産
減
少
額
が
生

じ
た
場
合
、
税
収
に
影
響
が

生
じ
る
と
考
え
る
が
、
地
方

税
法
に
基
づ
く
課
税
を
行
う

ほ
か
な
い
。

問批
准
に
反
対
す
る
よ
う

に
要
望
で
き
な
い
か
。

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

国
民
的
合
意
を
得
て
も
ら

う
よ
う
に
強
く
市
長
会
で
反

対
し
て
き
た
。
外
国
産
品
に

負
け
な
い
安
全
安
心
な
農
産

物
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
も

応
援
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
は

大
丈
夫
？

問離
農
者
が
増
え
れ
ば
、
学

校
給
食
で
地
産
地
消
が
で
き

な
く
な
る
の
で
は
。

ま
た
、
日
本
の
残
留
農
薬

基
準
は
、
多
く
の
農
産
物
に

お
い
て
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

「
学
校
給
食
で
は
外
国
産
を

一
切
使
用
し
な
い
」
と
い
う
意

思
表
示
等
は
で
き
な
い
の
か
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

残
留
農
薬
等
の
問
題
が
、

食
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
国
に
対
し
て

徹
底
し
た
検
疫
体
制
の
強
化

と
安
易
な
食
品
安
全
基
準
の

規
制
緩
和
を
行
わ
な
い
よ
う

要
望
活
動
を
行
う
。

 

答
　
　
市
長
・
教
育
部
長

学
校
給
食
は
市
内
産
・
県

内
産
・
国
内
産
の
順
に
納
入

し
て
い
る
の
で
、
基
準
を
超

え
る
食
品
を
使
用
す
る
心
配

は
な
い
。
外
国
産
食
材
を
一

切
使
用
し
な
い
と
い
う
意
思

表
示
は
で
き
な
い
が
、
安
全

性
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
提

供
し
て
い
く
。

問今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
批

准
に
よ
り
、
日
本
の

農
業
が
危
機
的
な
状

況
に
置
か
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
以
前
、

市
の
独
自
試
算
で
農
林
業
へ

の
影
響
は
10
億
５
千
万
円
と

し
て
い
た
が
、
そ
の
内
訳
は
。

ま
た
、
市
独
自
の
就
農
支

援
を
考
え
て
は
。

海
外
の
安
い
農
産
物
の
輸

入
が
増
え
れ
ば
、
離
農
者
が

増
え
、
税
収
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

影
響
額
の
内
訳
は
、
主
に

米
１
億
３
千
390
万
円
、
中
晩

か
ん
５
億
７
千
50
万
円
、
イ

チ
ゴ
６
千
960
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

市
独
自
の
就
農
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
導
入
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
。

問平
成
26
年
度
末
で
、

市
の
下
水
道
普
及
率

は
13
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
問
題
は
普
及

率
よ
り
接
続
率
で
、

平
成
26
年
度
末
で

49
％
と
な
っ
て
い
る
、

こ
の
数
字
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。

さ
ら
な
る
下
水
道
へ
の
接

続
を
促
す
た
め
の
施
策
の
一

つ
と
し
て
、
現
在
利
用
し
て

い
る
浄
化
槽
を
雨
水
タ
ン
ク

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
資
源
の
有
効
利
用
が

は
か
れ
る
。
そ
の
浄
化
槽
の

転
用
に
対
す
る
工
事
の
補
助

金
を
検
討
し
て
は
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

接
続
率
49
％
は
低
い
と
考

え
る
。
高
齢
世
帯
、
低
所
得

と
い
っ
た
家
庭
事
情
、
浄
化

槽
の
た
め
不
便
を
感
じ
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ
り
接
続
率

が
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で

る
も
の
に
補
助
金
は
出
せ
な

い
か
。

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

平
成
27
年
５
月
に
空
き
家

対
策
特
別
措
置
法
が
完
全
施

行
さ
れ
て
か
ら
、
市
の
空
き

家
対
策
は
、
新
法
に
よ
る
市

長
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
組

織
す
る
協
議
会
の
設
立
を
予

定
し
て
い
る
。

補
助
金
は
空
き
家
対
策

の
促
進
に
は
効
果
的
で
あ
る

と
思
う
が
、
公
平
性
な
ど
の

観
点
か
ら
検
証
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

榎本 喜之 議員

中村 真紀 議員

下水道につなげよう

影響と対策
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問本
市
の
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
の
更
な
る
進
展
を
止

め
る
に
は
、
学
校
教
育
・
社

会
教
育
な
ど
、
教
育
全
般
に

わ
た
る
魅
力
あ
る
取
り
組
み

が
、
大
き
な
要
素
と
考
え
る
。

適
度
な
集
団
活
動
を
通
じ

た
人
間
形
成
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
な
ど
、
生
徒
が
少
な

す
ぎ
る
環
境
で
は
限
界
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
ま
す
ま

す
少
子
化
が
進
む
と
予
想
さ

れ
る
な
か
、
教
育
施
設
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
進

め
て
い
く
の
か
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

平
成
21
年
５
月
に
「
紀
の

川
市
適
正
規
模
・
適
正
配
置

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
現

在
ま
で
12
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
し
協
議
を
重
ね
て
き

た
。学

校
は
、
子
供
た
ち
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
文
化
の
中

心
で
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
面

か
ら
綿
密
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

全
国
的
に
も
少
子
化
が
進

み
、
平
成
27
年
に
文
部
科
学

省
か
ら
「
公
立
小
学
校
・
中

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
に
関
す
る
手
引
き
」
も

示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
実

情
に
応
じ
、
少
子
化
に
対
応

し
た
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
、
今
後
も
検
討
を

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
、
社
会
教
育
・
社
会

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
地

域
で
の
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
主
眼
を
置
き
つ
つ
、

財
政
負
担
・
費
用
対
効
果
も

視
野
に
入
れ
、
統
廃
合
も
含

め
た
施
設
整
備
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
利

用
者
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
等
を
考
え
、
民
間
活
力

の
導
入
も
視
野
に
入
れ
検
討

し
て
い
く
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
は
、
本
市
が

理
想
と
す
る
適
正
規
模
を
定

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
詳
細
な
検
討

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。教

育
的
な
観
点
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

観
点
な
ど
、
様
々
な
実
情
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
り
、
今
後
も
慎
重

に
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

石井 仁 議員

杉原 勲 議員

た
基
準
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
保

健
師
や
理
学
療
法
士
な
ど
の

専
門
職
に
よ
る
支
援
を
行
う
。

「
緩
和
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
」

に
移
行
す
る
こ
と
も
で
き
、

自
己
負
担
も
安
く
済
む
こ
と

に
も
つ
な
が
り
、
選
択
肢
も

広
が
る
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
下
げ
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の

財
政
推
計
は

問合
併
後
10
年
が
経
ち
、
地

方
交
付
税
の
特
例
で
の
上
乗

せ
制
度
・
合
併
算
定
替
分
が

縮
小
し
て
い
く
時
期
に
な
っ

た
。
今
後
の
財
政
推
計
は
。

問来
年
４
月
か
ら
、
要
支
援

者
が
利
用
し
て
き
た
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
が
市
の
事
業

へ
と
移
行
す
る
。

国
は
、
「
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
」
を
言
い
な
が
ら
、
単

価
を
抑
え
る
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
無
資
格
者
が
支

援
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
と

い
っ
た
基
準
の
緩
和
を
行
っ

た
。こ

れ
ま
で
と
同
水
準
の
要

支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
確

保
さ
れ
る
の
か
。
サ
ー
ビ
ス

の
切
り
下
げ
と
は
な
ら
な
い

か
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

住
民
主
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
主
体
）
の
サ
ー
ビ
ス
は
４

月
か
ら
は
実
施
し
な
い
。

訪
問
、
通
所
と
も
に
、

現
行
型
と
合
わ
せ
、
緩
和
し

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定

替
終
了
に
よ
る
減
額
幅
は
当

初
は
約
28
億
円
と
見
込
ん
で

い
た
が
、
直
近
で
は
約
12
億

円
と
し
て
推
計
し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
末
の
地
方
債

残
高
見
込
額
は
約
354
億
円
で
、

そ
の
う
ち
約
86
％
の
約
303
億

円
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問国
は
地
方
交
付
税
の
計
算

に
「
ト
ッ
プ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
」
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、

国
が
求
め
る
改
革
を
進
め
た

自
治
体
や
、
地
方
税
の
徴
収

率
の
高
い
自
治
体
に
合
わ
せ

て
交
付
税
を
計
算
す
る
と
い

う
も
の
で
、
地
方
交
付
税
制

度
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で

あ
る
。
市
と
し
て
反
対
の
立

場
を
表
明
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

市
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も

不
利
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
今
後
の
影
響
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

切
り
下
げ
に
な
ら
な
い
か

教
育
の
現
状
と
課
題
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の
優
先
度
が
高
い
池
は
74
ヶ

所
、
堤
高
が
高
く
決
壊
し
た

場
合
、
住
宅
や
公
共
施
設
へ

影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る

池
は
順
次
計
画
的
な
整
備
を

進
め
、
地
元
負
担
が
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
、
国
県
補
助

へ
の
事
業
採
択
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
た
め
池
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
、
宅
地
開
発

等
で
受
益
者
の
少
な
い
た
め

池
も
増
え
、
改
修
事
業
は
大

き
な
農
家
負
担
が
発
生
す
る
。

た
め
池
改
修
事
業
は
防
災

と
い
う
公
共
性
も
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
農
業
用
施
設
で

あ
り
、
地
元
負
担
を
い
た
だ

き
地
域
の
財
産
と
し
て
管
理

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

安
全
安
心
な

た
め
池
の
管
理

問利
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め

池
は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る

が
。ま

た
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
「
た
め
池
版
」
を

策
定
し
て
は
。

さ
ら
に
、
国
営
農
地
防
災

事
業
の
対
象
に
な
る
た
め
池

問公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
策
定
は
。

 

答      

企
画
部
長

本
市
が
保
有
す
る

公
共
施
設
保
有
量
の

見
直
し
や
適
切
な
維

持
管
理
を
行
い
、
公

共
施
設
の
最
適
化
の

た
め
「
紀
の
川
市
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
を
策

定
し
た
。

問た
め
池
を
点
検
し
た
結
果
、

決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
深
刻
な

状
態
に
あ
る
た
め
池
は
。

ま
た
、
す
べ
て
公
費
で
負

担
し
て
改
修
す
る
考
え
は
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

605
ヶ
所
の
た
め
池
を
点
検

し
た
が
、
決
壊
の
恐
れ
が
あ

る
深
刻
な
状
態
に
あ
る
池
は

現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

地
震
や
豪
雨
等
で
危
険
性

は
。

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

適
切
に
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
た
め
池
は
、
廃
止
も
考

え
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
。

ま
た
、
改
修
計
画
は
受
益

規
模
で
県
の
た
め
池
改
修
加

速
化
計
画
、
市
で
も
市
町
村

整
備
計
画
に
よ
り
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

国
営
農
地
防
災
事
業
の
対

象
と
な
る
た
め
池
は
、
赤
尾

の
上
ノ
池
・
森
ノ
池
、
馬
宿

の
大
溜
池
が
改
修
対
象
と
な

っ
て
い
る
。
一
年
で
も
早
く

改
修
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

要
望
し
て
い
く
。

坂本 康隆 議員

市内の危険ため池

域
の
自
主
的
な
活
動
に
つ
な

げ
て
い
く
。

多
く
の
運
動
拠
点
が
必
要

に
な
る
の
で
、
関
係
団
体
に

働
き
か
け
拠
点
づ
く
り
に
努

め
た
い
。

問認
知
症
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
に
、
予
防
教
室
等
で

利
用
さ
れ
て
い
る
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
機
器
の
導
入
を
し
て
は
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

出
前
講
座
、
予
防
教
室
な

ど
で
利
用
可
能
と
考
え
る
が
、

導
入
に
か
か
る
費
用
対
効
果

と
検
査
結
果
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
含
め
検
討
す

る
。

問18
歳
以
上
に
選
挙
権
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
７
月
の

参
議
院
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ

る
が
、
中
学
生
へ
の
選
挙
啓

発
、
主
権
者
教
育
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

ま
た
貴
重
な
一
票
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
、総
務
大
臣

は
、「
期
日
前
を
含
む
投
票
所

内
に
自
ら
が
決
め
た
候
補
者

の
名
前
の
書
い
た
メ
モ
、法

定
ビ
ラ
の
持
ち
込
み
に
制
約

は
な
い
」と
の
見
解
を
出
し

て
い
る
が
、本
市
の
対
応
は
。

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

中
学
生
に
対
し
、
参
加
体

験
型
学
習
を
取
り
入
れ
、
将

来
の
有
権
者
と
し
て
の
意
識

を
高
め
る
指
導
を
一
層
は
か

る
。

 

答
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

投
票
所
内
に
メ
モ
等
を
持

ち
込
む
こ
と
は
で
き
る
が
注

意
点
も
あ
る
な
か
で
、
投
票

所
の
秩
序
保
持
と
、
余
計
な

緊
張
感
を
与
え
な
い
投
票
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て

い
く
。

問本
市
の
高
齢
化
率

は
29
・
８
％
に
達
し

て
い
て
、
適
切
な
認

知
症
予
防
、
介
護
予

防
の
支
援
事
業
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ

の
状
態
や
進
行
に
応
じ
た
医

療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
提
供
の
流
れ
を
示
し

た
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成

は
平
成
29
年
４
月
に
、
認
知

症
を
初
期
の
段
階
で
発
見
し
、

正
し
く
処
置
し
て
も
ら
え
る

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設

置
は
、
平
成
30
年
４
月
を
目

標
に
し
て
い
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
、
運
動
機
能
向
上
教
室
、

通
所
型
介
護
予
防
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
、
地
域
活
動
応

援
事
業
へ
参
加
を
促
し
、
地 並松 八重 議員

高齢者に優しい地域に

ハツラツ！運動教室

馬宿（名手）大溜池

投
票
し
や
す
い

環
境
を
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議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、

傍聴することができます。

市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な
問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回9月定例会（予定）
NEXT

大谷 さつき 議員

問東
京
都
が
作
成
し
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
「
東
京
防
災
」
は

災
害
に
対
す
る
事
前
知
識
や

備
え
な
ど
、
イ
ラ
ス
ト
付
き

で
わ
か
り
や
す
い
。
「
本
当

に
使
え
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と

し
て
、
紀
の
川
市
版
「
防
災

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
て
は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

本
市
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
各
家
庭
に
配
布
し
、
自

然
災
害
発
生
時
等
の
対
応
や

対
策
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

る
。
改
正
す
べ
き
適
正
な
時

期
に
検
討
す
る
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査

の
拡
充
を

問国
際
が
ん
研
究
機
関
は

「
全
世
界
の
胃
が
ん
の
約
８

割
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
原
因

で
、
予
防
対
策
は
ピ
ロ
リ
菌

除
菌
を
中
心
に
す
べ
き
」
と

発
表
し
た
。

先
進
都
市
で
は
、
中
学
３

年
生
全
員
を
対
象
に
学
校
健

問「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
確
率

上
昇
」
と
地
震
調
査
委
員
会

は
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以

上
の
揺
れ
の
強
さ
や
確
率
を

公
表
し
た
が
、
最
近
で
は
確

率
の
高
低
に
関
係
な
く
大
地

震
が
起
き
て
い
る
。
昨
年
も

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
設
置

補
助
に
つ
い
て
質
問
を
し
た

が
、
市
民
の
関
心
度
が
さ
ら

に
高
ま
っ
て
い
る
。
補
助
事

業
を
考
え
て
は
。

 

答
　
　
　
危
機
管
理
部
長

内
閣
府
で
は
今
年
３
月
に

住
宅
を
新
築
・
改
築
す
る
際

に
「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を

優
先
的
に
設
置
す
る
地
域
と

し
て
木
造
住
宅
が
密
集
す
る

市
街
地
で
全
国
25
市
区
町
が

対
象
と
公
表
し
た
。
本
市
も

住
宅
状
況
や
補
助
制
度
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
く
。

診
で
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
子
供
の
将
来
を

見
据
え
た
取
り
組
み
と
し
て

早
期
検
査
・
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
事
だ
と
思
う
が

実
施
し
て
は
。

 

答 

　   

市
長
・
保
健
福
祉
部
長

本
市
は
第
３
子
の
保
育
料

無
料
化
・
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
の
自
己
負
担
の
助
成
、

学
童
保
育
の
充
実
な
ど
、
少

子
化
対
策
や
若
い
世
代
向
け

の
施
策
を
実
施
し
て
き
た
。

若
い
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
先
進
地

を
参
考
に
、
中
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に

検
査
方
法
や
費
用
等
を
勘
案

し
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
補
助
を

日 月 火 水 木 金 土
8/21 22 23 24 25 26 27

本会議
（開会）

28 29 30 31 9/1 2 3

本会議（一般質問）
本会議

（一般質問）
質疑

委員会付託

4 5 6 7 8 9 10

決算特別委員会

11 12 13 14 15 16 17

総務文教
委員会

厚生
委員会

産業建設
委員会

18 19 20 21 22 23 24

本会議
（閉会）
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「議会改革」の
中間報告

議会改革については、代議員制度のなかでどのように市民の声を市政に反映
していけるかを念頭に、検討委員会の結論をもって終わりにするのではなく、議
会のさらなる活性化に向けて継続的な改革をしたいと思っています。

◎議会の休日開催
平日に来られない人も傍聴ができるように休日
も開催する。３月の定例会の日曜日に１日間開催す
る。
◎審議能力・政策能力の向上
議員間討論、意見交換をしながらお互いに切磋
琢磨することを前提に審議能力・政策能力向上に努
めることを基本認識とする。
◎請願の取扱い
希望があれば、請願者自ら趣旨説明ができる。
請願の審議は、請願者が傍聴しやすくするため、
本会議の冒頭で行う。

議会の運営等に関する部会
◎議員定数の見直し
定数を減らすと、各常任委員会の人数が少なく
なり、詳細な議論ができなくなる可能性があり、ま
た市民の多様なニーズに応えるため、現状の定数が
妥当との意見である。
◎議員報酬の見直し
同じような人口規模の他市と比べて多いとは言
えないが、さらに検討するとなっている。
なお、他議会で問題となっている、政務活動費
費用弁償については、本議会では支給しないことに
なっており、今後も変更しない。
◎審議会等への議員の就任
もっと一般の人からの意見を聞くべきであり、
議員は議会で審議する場があるため、条例等で定め
られているもの以外は就任しない。

議会の組織等に関する部会

◎議会報告会の開催
何組かに分かれ、各地域で報告会を実施する。
◎タブレットの活用
ペーパーレス化をめざし、検討中である。
◎フェイスブックの活用
責任者を決めて発信し、返信はしない。
◎傍聴者アンケート
平成28年第１回定例会より実施している。

議会の公開等に関する部会

議員研修風景

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］
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答弁答弁

その後その後

障害者の雇用を！一般会計からの繰り入れを

これからもキープ！平成 28年度国保会計へ
４億３千万円繰り入れ

平成 26年 9月議会　舩木　孝明　議員平成 27年 9月議会　石井　仁　議員

市は、障害者雇用率を達成できているのか？平成 28年度国保税率を検討することになっ
ている。国保会計に繰り入れ、加入者負担を
軽減しては。

現時点で、約２億円の収支不足である。
できるだけ負担を大きく上げずに努力した
い。

平成 25年度より職員採用試験に身体障害
者の採用枠を別途設けて３年連続の雇用に
取り組んでいる。

平成 27 年４月で身体障害者雇用率（公共機関は
2.3％）を達成し、現在も 2.3％を維持している。

平成27年度国保会計の収支不足を解消するために、
２億３千万円の繰り入れがされた。
続く平成 28年度では、約４億円の赤字が見込まれ
たが、市独自に２億円を繰り入れることで、税率の
引き上げ幅が抑えられた。平成 27、28 年度を通し、
４億３千万円の繰り入れが行われている。

ちょっ
と

おしえ
て！

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］
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紀の川市でがんばってます!!
た
っ
ぷ
り
自
然
を
楽
し
ん
で
！

Part9

―
―
創
設
の
き
っ
か
け
は
？

30
年
前
、
細
野
地
区
の
有
志
で
、
ホ
タ
ル
・
ア
マ
ゴ
を
育

て
る
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
釣
り
堀
と
キ
ャ
ン
プ
場
作
り
か

ら
始
め
、
県
の
補
助
事
業
で
真
国
川
付
近
を
整
備
し
、
平
成

15
年
に
管
理
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
12
名
で
管
理
運

営
し
、
利
用
者
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
こ
こ
に
は
ど
ん
な
施
設
が
あ
る
の
？

清
流
真
国
川
沿
い
に
、
遊
歩
道
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
炊
事
棟
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
水
洗

ト
イ
レ
も
あ
っ
て
，
清
潔
で
キ
レ
イ
で
す
。
テ
ン
ト
の
持
ち

込
み
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

くて

くて

期間
細
野
渓
流
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
組
合

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］
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特集

―
―
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

連
休
中
や
夏
休
み
中
の
利
用
客
が
多
い
日
に
、
雨
が
降
り
、
予
約
を
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
る
こ
と
が
一
番
辛
い
で
す
。

ま
た
、
増
水
に
よ
り
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。

―
―
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

家
族
連
れ
で
「
ま
た
来
た
よ
」
と
言
っ
て
、
何
度
も
遊
び
に
来
て
く
れ
る

方
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、
細
野
の
自
然
を
愛
し
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
し
て
き
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
県
知
事
表
彰
を
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

紀の川市でがんばってます!!
今回は仲谷委員（左）と並松委員（右）が

担当しました

精
一
杯
の
お
も
て
な
し
の

心
で
待
っ
て
ま
す
。

管理に精を出す組合員の方々

アユつかみ体験

―
―
そ
こ
で
は
ど
ん
な
遊
び
が

で
き
る
の
？

一
年
中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め

ま
す
。
春
は
桜
、山
菜
取
り
に
始
ま
り
、

夏
は
ホ
タ
ル
ま
つ
り
、
川
遊
び
。
大

人
も
子
供
も
大
興
奮
の
ア
ユ
つ
か
み

体
験
、
秋
冬
に
は
丹
生
神
社
の
祭
り

に
合
わ
せ
て
、
深
山
渓
谷
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

細野渓流キャンプ場管理事務所
TEL ／ FAX 0736-67-0070（受付…10：00 〜 17：00）
●下井阪交差点から19.5km、車で約 35分

紀の川市議会だより　No.38　平成28年［2016］

15　Kinokawa City Gikai Dayori



紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り
2016

38

編
集
／
発
行

紀
の
川
市
議
会 

〒
６
４
９
ー
６
４
９
２ 

和
歌
山
県
紀
の
川
市
西
大
井
３
３
８
番
地

☎
０
７
３
６
（
７
７
）
２
５
１
１
㈹  

FAX
０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
２

Eメ
ー
ル
：
k010200-001@

city.kinokaw
a.lg.jp

No.

　

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
昨
年
、人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
策
を
ま
と
め
た「
総

合
戦
略
」を
定
め
ま
し
た
。さ
ら
に
現

在
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な

る
「
第
２
次
長
期
総
合
計
画
」づ
く
り

に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。市
政
運
営

に
つ
い
て
、政
策
面
か
ら
、ま
た
財
政

面
か
ら
も
検
証
と
立
案
を
行
う
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
も
、複
数

の
議
員
か
ら
、こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
大
き
く
問
い
か
け
た
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。次
の
９
月
議
会
で
も
、

こ
の
テ
ー
マ
は
、決
算
委
員
会
な
ど
で
、

引
き
続
き
、焦
点
に
な
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、現
在
進
め
て
い
る
「
議

会
改
革
」に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
て

い
ま
す
。議
会
の
持
つ
役
割
を
最
大
限

発
揮
で
き
る
よ
う
、そ
し
て
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ぜ
ひ
お
読
み
頂
く
と
と
も
に
、今

後
も
ご
注
目
下
さ
い
。

（
Ｔ
・
Ｉ
）

最後の夏

うめ星電車発車!!

鯉の放流

水泳の練習


